
2018年（平成30年）3

取材協力・写真提供＝大谷資料館、ライズ

「
機
械
化
さ
れ
る
前
は
、
ツ
ル
ハ
シ

を
使
っ
て
手
で
掘
っ
て
い
た
と
い
い

ま
す
か
ら
、
相
当
な
重
労
働
だ
っ
た

は
ず
で
す
」

わ
り
ま
す
が
、
一
番
高
い
真
夏
で
も

12
℃
ぐ
ら
い
で
す
ね
」

　

周
囲
を
見
渡
す
と
採
掘
の
跡
が

生
々
し
く
残
っ
て
い
る
。

　

宇
都
宮
市
北
西
部
の
大
谷
町
一
帯

で
採
掘
さ
れ
る
凝
灰
岩「
大
谷
石
」。

東
西
約
４
㎞
、
南
北
約
６
㎞
に
わ
た

っ
て
広
く
分
布
し
て
お
り
、
全
体
の

埋
蔵
量
は
10
億
ｔ
と
も
い
わ
れ
て
い

る
。
加
工
し
や
す
く
、
耐
火
性
に
も

優
れ
て
い
る
た
め
、
古
く
か
ら
外
壁

や
石
蔵
な
ど
の
建
材
と
し
て
使
わ
れ

て
き
た
。

　

大
正
中
期
か
ら
昭
和
後
期
ま
で
採

掘
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ほ
ど

大
規
模
に
採
掘
が
続
い
た
場
所
は
、

世
界
的
に
も
あ
ま
り
例
が
な
い
と
い

う
。
そ
の
採
掘
場
跡
が
大
谷
資
料
館

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
、
初
め
て
一
般

公
開
さ
れ
た
の
は
１
９
７
９
年
（
昭

和
54
）
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

中
に
入
っ
て
ま
ず
驚
く
の
は
、
肌

を
刺
す
よ
う
な
冷
気
だ
。
２
０
１
４

年
（
平
成
26
）
か
ら
館
長
を
務
め
る

鈴
木
洋
夫
さ
ん
は
言
う
。

「
地
下
採
掘
場
は
年
間
の
平
均
気
温

が
７
〜
８
℃
。
外
気
温
に
よ
っ
て
変

　

大
谷
石
を
一
躍
有
名
に
し
た
の

は
、
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト

が
旧
帝
国
ホ
テ
ル
本
館
を
建
て
る
際

に
採
用
し
た
こ
と
。
現
在
は
明
治
村

（
愛
知
県
犬
山
市
）
に
移
設
さ
れ
た

こ
の
建
造
物
は
、
関
東
大
震
災
の
際

に
周
辺
の
ビ
ル
が
倒
壊
す
る
中
、
ほ

と
ん
ど
無
傷
だ
っ
た
こ
と
で
話
題
に

な
っ
た
。

「
石
質
が
柔
ら
か
い
と
い
う
の
が
大

き
な
理
由
で
し
ょ
う
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
の
硬
度
が
10
と
す
る
と
大
谷
石
は

１
か
２
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
」

　

そ
ん
な
大
谷
石
の
歴
史
と
採
掘
の

様
子
が
わ
か
る
貴
重
な
施
設
だ
が
、

面
白
い
の
は
鈴
木
さ
ん
の
代
に
な
っ

て
か
ら
の
新
展
開
だ
。
鈴
木
さ
ん

は
、
も
と
も
と
宇
都
宮
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
協
会
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
担
当
で
、
そ
の
繫
が
り
も
あ

っ
て
映
画
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ

オ
（
Ｐ
Ｖ
）
な
ど
の
企
画
を
呼
び
込

む
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

２
０
１
４
年
に
は
人
気
グ
ル
ー

プ
、
三
代
目J Soul Brothers

が
Ｐ

Ｖ
の
撮
影
に
使
用
。
ま
た
、
劇
場
映

画『
る
ろ
う
に
剣
心　

京
都
大
火
編
』

の
ロ
ケ
地
に
も
な
っ
た
。
こ
れ
が
き

っ
か
け
で
一
気
に
知
名
度
が
上
が

り
、
以
降
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
Ｃ
Ｍ

を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
撮
影
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
人
気
を
博
し
て
い
る
。

　

宇
都
宮
市
内
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
会
社
ラ
イ
ズ
が
手
掛
け

る
「OYA MUSEUM WEDDING

」

も
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
だ
。
こ
れ
は
地

下
採
掘
場
跡
を
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
と

キ
ャ
ン
ド
ル
で
照
ら
し
、
幻
想
的
な

雰
囲
気
の
中
で
結
婚
式
を
行
う
と
い

う
も
の
。
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
香
取
有
美

さ
ん
は
言
う
。

「
教
会
式
、
人
前
式
、
神
前
式
の
す

べ
て
に
対
応
可
能
で
す
。
神
秘
的
な

地
下
神
殿
で
挙
げ
る
結
婚
式
は
特
別

な
思
い
出
に
な
る
と
あ
っ
て
、
年
間

50
件
ほ
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
を
い
た

大
谷
資
料
館 

栃
木
県
宇
都
宮
市

博
物
館
力

フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
が
設
計
し
た
旧
帝
国
ホ
テ
ル
本
館
に
も
使
用
さ
れ
た
大
谷
石
。

そ
の
地
下
採
掘
場
跡
に
あ
る
資
料
館
が
、な
ぜ
か
い
ま
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

P
V
撮
影
に
映
画
のロ
ケ
地
に
と

引っ張
り
だ
こ
の
地
下
採
掘
場
跡

大谷の奇岩群「御止山」。

1 地下に広がる巨大な採掘場跡。石
段は見学用に後から作られたもの。
2 掘削用の機械が導入される1960
年頃までは、これらの道具を用いて人
力で掘っていた。

3 資料館の隣にある「ROCKSIDE 
MARKET cafe」。人気ナンバーワン
メニューは「パストラミビーフとマッシュ
ポテトのガレット」（700円・税込）。
4 神秘的なウェディングの様子。5 高
級シャンパン「ドン・ペリニヨン」の
新商品発売レセプション会場としても
使用された。

だ
い
て
い
ま
す
」

　

同
館
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で

２
年
ほ
ど
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
た
が
、
２
０
１
３
年
に
再
オ
ー
プ

ン
し
た
。
そ
の
年
の
来
館
者
数
が
約

８
万
人
だ
っ
た
の
に
対
し
、
２
０
１

７
年
は
約
40
万
人
と
、
か
な
り
の
勢

い
で
伸
び
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
も

急
増
中
だ
。
一
番
多
い
の
は
台
湾
人

の
グ
ル
ー
プ
。
餃
子
と
大
谷
資
料
館

の
抱
き
合
わ
せ
で
、
宇
都
宮
市
長
自

ら
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
観
光
客
の

誘
致
を
行
っ
た
と
い
う
。

　

ひ
ん
や
り
と
し
た
地
下
採
掘
場
跡

の
冷
気
と
は
逆
に
、
大
谷
資
料
館
を

取
り
巻
く
熱
気
は
さ
ら
に
高
ま
り
そ

う
だ
。

 

（
石
原
た
き
び
）
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